
〔履修要件〕

〔成績評価の方法・基準〕

講義単位数 2

題　　　目 情報ネットワーク社会論

配当学年

授業専用サイト https://socio.k.kyoto-u.ac.jp/sis で、資料配
付、レポート提出、質問受付、その他の各種連絡をおこなう(ログイ
ンパスワードは初回の授業で通知する)

中間・期末の2回のレポートによる（配点は中間30点・期末70点とす
る）

〔教科書〕

吉田　純『インターネット空間の社会学』（世界思想社、2000年）

〔参考書等〕

講義中に適宜指示する

〔その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等）〕

〔授業計画と内容〕

〔授業の概要・目的〕

Sociology(Special Lectures)

社会学特殊講義授業科目名
〈英訳〉

前期 曜時限 火・３ 授業形態開講期

高等教育研究開発推進センター
教授　吉田　純

科目コード

担当者氏名

nous
タイプライターテキスト
ハーバーマス、ギデンズ、ベックらの社会理論を基本的な枠組として、インターネット空間を中心とした情報ネットワーク社会の諸問題について考察する。

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト
以下の順序で、各項目について１～３回の講義をおこなう。　 1　情報ネットワーク社会への視点　 2　日本社会／アメリカ社会における〈情報化〉　 3　CMC空間の展開　 4　生活世界のリアリティの再編成　 5　再帰的近代化としての〈情報化〉　 6　監視社会論　 7　リスク社会論　 8　社会空間の分割と再編成　 9　親密圏・公共圏の再編成

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト
社会学または情報学関係の基礎的な科目を履修していることが望ましい

nous
タイプライターテキスト
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